
事業評価個票（事業実施：令和７年度）
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食と農の需給マッチング支援
事業
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評価に関する説明

④

活動指標及び成果指標設定の考え方

本事業を効果的に実施するには、参加者の規模が重要であることから、「アプリの登録数」を活動指標とした。
本事業はマッチングアプリを使った新たな流通の仕組みの検証が目的であることから、モデル事業終了後も、事業者が継続的に事業を行うこ
とが可能であるかを検証するため、「アプリを活用した取引額」を成果指標とした。
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実施が期待できる。）
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項目

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果目標の明確な達
成手段として位置づけられ、優先度の高い事業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較して
より効果的あるいは低コストで実施できているか。
また、類似事業がある場合、他部局等と適切な役割分担を行っているか。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されているか。

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。
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事業所管部局による評価・検証（令和　年　月）
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事業の目的
通常の流通ルートに乗りにくい地域の食材の販路開拓に向けて、マッチングアプリを活用し
生産者と地域のレストランやホテル等の実需者を直接つなぐモデル事業を実施し、費用対効
果や課題を検証する。

事業概要
（令和７年度の

実施内容）

直接実施 委託・請負 補助 負担 交付 貸付

　以下の事業を行う事業者に対して、アプリの導入経費や事務費を補助する。
　 1) 実需者からの発注と、農産物生産者の納品可能な品目・数量を登録する
　  　マッチングアプリの管理・運用
　 2) 生産者から実需者への品物の配送又は受け渡しの調整
　 3) 代金支払いの管理

上記実施方法とする理由：
将来的に民間事業者が県からの支援を受けることなく実施することを
前提としつつも、新たな取組みであることから、まずはモデル事業とし
て実施するため。

実施方法

予算見積書グループ名 令和７年度令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

その他

(評価基準)　「事業の必要性・事業の効率性　Ａ:妥当性が高い/Ｂ:おおむね妥当である/Ｃ:妥当性が低い」
　　　　　　　 「事業の有効性（達成度）　Ａ:目標を上回る成果、活動見込を上回って達成(100%以上)/Ｂ:おおむね目標どおりの成果、活動見込をおおむね達成(80%以上100%未満)/Ｃ:目標を下回る成果、活動見込を下回った(80%未満)」

その他特定財源
一般財源

計 １３,３２３ － － －

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

活動実績

目標値 千円

活動実績

単位

当初見込み

成果実績 千円

令和７年度

活動指標

部局・担当課名 農林水産部農産物販路開拓・輸出推進課
①アプリ登録者数（累計）

活動実績

当初見込み目標指標
②

活動実績

当初見込み

開始/終了(予定)年度食と農の需給マッチング支援事業費

施策 [施策４] ６次産業化の展開などによる付加価値の向上

食品製造業等の付加価値額 565億円（令和11年度）

政策の柱、
政策

総合発展計画実施
計画の位置付け

[政策の柱２] 競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化
[政策２] 収益性の高い農業の展開

事業名

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

令和７

当初見込み

（様式１）

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度単位

人 ４０ ８０ １２０

人


